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1-2 岡崎市地球温暖化対策実行計画 （事務事業編）

温室効果ガスの削減目標

項 目
基準年度

（2013年度）

目標年度

（2025年度）

参考年度

（2030年度）

温室効果ガスの

排出量

（廃棄物除く）
68,054 t-CO2 45,753 t-CO2 37,987 t-CO2

削減率 － 33％ 44％

内訳

コーク

ス以外
50,208 t-CO2 31,476 t-CO2 24,602 t-CO2

削減率 － 37％ 51％

コーク

ス
17,846 t-CO2 14,277 t-CO2 13,385 t-CO2

削減率 － 20％ 25％

温室効果ガスの

排出量

（廃棄物）
47,784 t-CO2 43,006 t-CO2 40,616 t-CO2

削減率 － 10％ 15％

温室効果ガスの

排出量

（合計）
115,838 t-CO2 88,759 t-CO2 78,603 t-CO2

削減率 － 23％ 32％

取組に関する重点目標

１ 太陽光発電の最大限の導入
（再生可能エネルギーの最大限の活用に向けた
取組）

２ 新築建築物のZEB化
（建築物の建築・管理等に当たっての取組）

３ 電動車の導入
（財やサービスの購入・使用に当たっての
取組）

４ 廃棄物の発生抑制、再資源化の推進
（その他の事務事業に当たっての温室効果ガス
の排出の削減等への配慮）

５ 職員に対する脱炭素意識の向上
（ワークライフバランスの確保・職員に対する
研修等）

６ 地球温暖化対策計画の施策に準じた行動の推
進





先行地域の区域図（乙川リバーフロントエリア）

2-1 脱炭素先行地域の概要

提案者 岡崎市・愛知県・三菱自動車工業㈱

タイトル
「どうする脱炭素？岡崎城下からはじまる、

省エネ・創エネ・蓄エネ・調エネのまちづくり」

対象地域
乙川リバーフロントQURUWA戦略地区内の
7町内会全域

主なエネ
ルギー
需要家

戸建住宅510戸
集合住宅16棟（395戸）
民間施設302施設
公共施設７施設

ロゴマーク 選定証授与式







2-4 重点対策加速化事業の概要

提案者 岡崎市

タイトル

どうする脱炭素？市内に広がる、省エネ・創エネ・
蓄エネ・調エネのまちづくり

～岡崎市脱炭素ドミノ 第２幕～

対象地域 岡崎市全域

ロゴマーク

◆市民・事業者への再エネ発電設備等の補助を大幅拡充

補助項目 件数

太陽光パネル 300件

蓄電池 300件

エネルギーマネジメントシステム 300件

高効率空調 30件

高効率照明 50件

（R5年11月時点の予定）

◆公共施設への再エネ発電設備等の導入

補助項目 施設数

ＰＰＡ方式（発電規模50kW以上） 18施設（68建物）

リース方式（発電規模50kＷ未満） 16施設（30建物）

◆促進区域の設定
「建物の屋上や屋根及び自家消費するにあたり建物の
敷地内の土地」（今年度末設定予定）

（R5年11月時点の予定）



2-5 ㈱岡崎さくら電力



2-6 クールシェアおかざき2023

大河ドラマ館横に設置したクーリングシェルター

【目的】

・家のエアコンの使用を減らすことによる家庭における省エネ

・省エネによる地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出削減

・極端な高温時における熱中症被害の発生防止

【期間】

令和5年7月1日（土曜日）～令和5年9月30日（土曜日）

※トレーラーハウスを改造



岡崎市は、

２０２３年大河ドラマのまち

2050年ゼロカーボンシティへ

岡崎市 環境部 ゼロカーボンシティ推進課
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